2017年12月16日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第2章21～30節
・引用：第4章33,34,35節、第2章7節
 今年最後の『バガヴァッド・ギーター』の講話になります。

先月はチャクラについて話しましたが、その時に配った図(10p参照)を見ながらこれからの説明を聞いてください。

人体には3つの管(チャネル)があり、そのうち真ん中のスシュムナーに沿ってチャクラが存在するという話をしました。

そして一番下の尾骶骨の部分に霊的エネルギー(クーラ・クンダリーニ)が眠っていて、それは蛇が動かずにとぐろを巻いている状態としてイメージできます。

すべての皆さんにはこの霊的エネルギーが備わっており、どんな極悪人であろうともこのエネルギーを持っています。

人によってそれが目覚めているかいないかの違いはあっても、例外はありません。

ヨーガでは頭頂のサハスラーラはシヴァの場所だと考えられています。

シャクティ(霊的エネルギー)を上昇させて、シヴァ(ブラフマン - 絶対の真理)と合一させることがヨーガの目的です。

離れていて別々のものであるシャクティとブラフマンを合一させるのがヨーガの目的であり、それはギャーナの場合(アートマンとブラフマン)もバクティの場合(信者と神)も同じです。

この合一は自然には出来ず、そのために霊的な実践が必要です。

ヨーギ達(ラージャ・ヨーガ)の場合、その方法はクンダリーニ・エネルギーを上昇させることです。
そして霊的エネルギーが最終的にシヴァの場所に到達して、合一した状態がサマーディです。

ヴェーダーンタの考えも同じで、悪人にもアートマンがあります。

キリスト教も同じく「神の王国は我々の内にある」と言います。

違いはそれが目覚めているかいないか、目覚めていてもどの程度なのかということです。

この点に関連して前回からチャクラについての説明をしています。
ヨーギ達はチャクラを蓮の花としてイメージすると言いましたが、それぞれのチャクラに対応する蓮の花の色と花弁の数、そしてそれが背筋のどこに位置するかは以下の通りです。

　　　　　　　　　　　　　　　　位置　　　　　         色　　　　　  花弁の数

・ムーラーダーラ　　　　　　　　　肛門と生殖器の間       赤　　　　　　    4

・スワーディシュターナ            生殖器                 朱色　　　　　    6

・マニプーラ　　　　　　　　　　 へそ　　　　　　　　　 黒　　　　　      10
・アナーハタ                      ハート　　　　　　　　 血の色            12　　　　　　　　 
・ヴィシュッダ                    のど　　　　　　　　　 くすんだ紫　      16
・アッギャー                      眉間　　　　　　　　　 白　　　　　       2
・サハスラーラ　　　　　　　　　　頭頂　　　　　　　　　 白              1000

スワーディシュターナ・チャクラの色は「朱色」としていますが、赤とピンクを混ぜたような微妙なイメージしにくい色です。英語では「vermilion」と表現されますが、インドでは既婚女性が人妻である印を額につける時に使われる色です。
アナーハタ・チャクラの場所であるハートは肉体的な心臓ではなく、胸の中央です。
ヴィシュッダ・チャクラの色は「くすんだ紫」としましたが、英語で表現すると「smoky purple」です。

サハスラーラ・チャクラの花びらの1000という数は、「完全、完璧」を象徴しています。

以上はすべてヨーギ達のイメージを表現したものであり、それぞれのチャクラが具体的にどういうものかを理解するのは容易ではありません。

ヨーギ達が目指しているのは、クーラ・クンダリーニを一番下のムーラーダーラから上昇させて頭頂のサハスラーラに到達させることであり、そうなった状態がサマーディです。

次にクンダリーニがそれぞれのチャクラの位置まで上昇した時、それに対応する心の状態はどうなっているのかについて説明します。
普通の人のクンダリーニはたいていムーラーダーラ、スワーディシュターナ、マニプーラという下から3つのチャクラのいずれかの場所にあり、この範囲の中で動いています。

このエリアを突破してクンダリーニをさらに上昇させるのが、求道者がまず取り組むべき最初の課題です。
クンダリーニがこの3つのチャクラの範囲内に留まっている時、人の心はもっぱら食事、セックス、排泄のことを考えています。
人の心の大きな部分が食事のことで占められているのは、いろいろなレストランの賑わいを見ればわかります。食事に費やしている時間の長さからでもわかります。

朝起きれば朝食に何を食べようかと考え、朝食が終われば昼の食事のことを考えます。

昼食の後は晩御飯のことを考えます。

食べる側だけでなく作る側の主婦も絶えず食事のことを考えています。

朝起きてから寝るまで、ずっと食べ物のことを考えています。

セックスと大小便の排泄については説明は要らないと思いますが、普通の人の心はいつも食事を含めたこの3つのことで占められています。

皆さんも内省してみればわかります。

クンダリーニをマニプーラ・チャクラからアナーハタ・チャクラに上げるためには、厳しい霊的実践が必要です。

そしてたとえ霊的実践の結果クンダリーニがアナーハタ・チャクラまで上昇したとしても、再びマニプーラ・チャクラやさらにその下に下がる可能性があります。
これは求道者が経験している大きな問題です。

瞑想やジャパによって心の状態が高くなっても、また低くなることがあります。

この霊的後退はつまり堕落であり、ヨーギ達にとってはクンダリーニが上のチャクラから下のチャクラに下降することが堕落なのです。

神のことが大好きで話すことと言ったら神についてのことばかりだった人が、突然また食事やその他の喜びのことについて考え始めます。

別の言い方をすれば、霊的な状態から世俗的な状態に戻ってしまうのです。
クンダリーニがアナーハタ・チャクラまで上がった人は、個人的なアートマン(ジーヴァ・アートマン)を炎のようなヴィジョンで見ることができます。

ただしこのようなヴィジョンを見ることが出来ても、再び堕落する可能性があります。

なぜなら前世から引き継いだ世俗的なサムスカーラが、心を下に引き降ろそうとするからです。
求道者がとても気をつけなければならないことであり、いったん堕落した後再び上昇するためには、また最初から霊的実践を繰り返さなければなりません。
クンダリーニがヴィシュッダ・チャクラまで上ると、引き続き個人的なアートマンの炎のようなヴィジョンを見ることができますが、それに加えて神以外のものに対する興味を失います。
クンダリーニがアナーハタにある人は炎のヴィジョンを見ることができるいっぽう、世俗的なものを完全に拒絶しているわけではありません。「神も好き、世俗的なものも好き」です。
しかしヴィシュッダの状態では、世俗的なものから離れて霊的なものだけに触れていたい、と考えます。その時には自分の周りにいる世俗的な人達のことが大嫌いになります。

霊的に高まりたいと思うならこの状態を経験しなければなりません。

この状態では、神の信者はどこにいるか、神についてどこで話されているか、僧侶(サドゥー)にはどこで会えるか、と探し求めます。

『ラーマクリシュナの生涯』の中に、シュリ・ラーマクリシュナが霊的実践をしていた時のことが書かれています。
神の本当の信者はどこにいるか、どこに行けば聖典の解説を聞けるかと探し、霊的な人達との神聖な交わり(holy company)を求めました。

この時に世俗的な人が訪ねて来ると、自分の部屋の扉を閉めました。

彼らと会うのが苦痛であり、顔も見たくなかったのです。
クンダリーニがヴィシュッダ・チャクラの位置にあるとこのような状態なります。

私はこの状態を他のヨーガの本からではなく、近代最高の聖者であるラーマクリシュナの実際の経験を引用して説明しています。

参加者：ラーマクリシュナのような聖者のクンダリーニは最初からサハスラーラにあり、ヴィシュッダの位置にはなかったのではないですか？
スワミ: いきなりハイジャンプのようなことはできません。シュリ・ラーマクリシュナもクンダリーニの実践に取り組んだ時には、下から順番に上昇させるという方法で行いました。そのプロセスの中でヴィシュッダの状態にあった時のことを今話しました。

　　　　最初から霊的経験のあったラーマクリシュナがヴェーダーンタの実践を行った時には、3日間でサマーディに到達しましたが、この時のことと今の話を混同しないで下さい。
このヴィシュッダ・チャクラまでクンダリーニが上がっても、また⇒アナーハタ⇒マニプーラ⇒・・・　と下がる可能性があります。
しかし次のアッギャー・チャクラまでクンダリーニが到達すると、再び後退することはありません。個人的アートマンは炎のヴィジョンで見えると言いましたが、このアッギャーの状態になると神のヴィジョンを見ることができます。

ただし神やブラフマン(絶対の真理)のヴィジョンを見ることが出来ても、それと一体になってはおらず、少し離れている状態です。

ハリケーンランタンを見たことがありますか？

ガラス越しに中の炎を見ることはできますが、炎とそれを見る人はどんなに近づいてもガラスで遮られています。中の炎に直接触れることはできません。

アッギャー・チャクラにクンダリーニがある時、神をとても近くに見ることができますが、まだ少し離れています。サヴィカルパ・サマーディの状態と少し似ています。

サヴィカルパ・サマーディではブラフマンと個人の魂の間にはまだ距離があり、「私がブラフマンを見ている」という私意識が残っています。

アッギャーの状態でも同じく、「私の心が神を見ている」という意識が続いています。

クンダリーニが一番上のサハスラーラ・チャクラに到達すると、この分離した状態はなくなります。求道者とシヴァがひとつになります。シャクティとシヴァがひとつになります。
別の表現をすればプラクリティとプルシャがひとつになります。

これがヨーギ達にとってのサマーディですが、バクティ・ヨーガでは神と信者がひとつになることが最高の状態であるとスワミ・ヴィヴェーカーナンダは言い、ギャーナ・ヨーガでの最高のサマーディはブラフマンとアートマンがひとつになることです。
みな同じことを言っているのであり、ラージャ・ヨーガのヨーギ達にとってはシャクティとシヴァがひとつになることが最終目的なのです。
どのヨーガでサマーディに到達しても結果は同じなのですが、その状態とは悟った人のニルヴァーナの状態であり、絶対の真理・絶対の存在・絶対の知識・絶対の至福の状態であって、この時すべての欲望と無知がなくなります。

この状態に到達した人がそこからまた戻ってくるかどうかはケース・バイ・ケースです。

さてこれまでプラーナーヤーマの説明をきっかけに、チャクラ、クンダリーニと詳しく紹介してきましたが、また『バガヴァッド・ギーター』のヤッギャーの説明に戻ります。

すべてのヤッギャーの目的は、非利己的になる、清らかになる、霊的になることです。

同時にヤッギャーの目的はギャーナです。第4章33節を見てください。

敵を撃滅する者(アルジュナ)よ！　物品の供犠より、智識の供犠の方がはるかに優れている。何故なら、プリター妃の息子(アルジュナ)よ！　すべての活動は、究極的には超越智識に通じているのだから。//4-33
色々な形のヤッギャーがあり、世俗的欲望を満足させるために物を供えたりするものもありますが、ギャーナ・ヤッギャーが最も高いヤッギャーだとされています。
なぜなら我々の目的はカルマを続けることではなく、ギャーナ(知識)を得ることだからです。

ギャーナとは自分の本性がアートマンであるという理解であり、カルマは自己の欲望(必要)を満たすために行う活動、仕事のことです。

ギャーナ・ヨーガ(ヤッギャー)の目的とカルマの目的は違うのであり、我々の人生の目的は解脱なのですから普通のカルマでそれを達成することは出来ず、ギャーナの実践が必要です。

欲望を満足させるためのカルマでは肉体や心を使わざるを得ず、それによって無知や束縛が増大して解脱から遠ざかります。

ギャーナを理解するためには10月の講話で引用した第4章34節の、

聖典に通じていてかつ悟っている師：ギャーニナス　タットヴァ・ダルシナハ　

(jnaninas tattva-darshinah)
から学ぶ必要があります。
真理を体得した賢者をうやうやしく礼拝し、真心をもって仕え、真理を学ぶがいい。そうした聖師のみが、弟子に無上の智識を授けることができるのだから。//4-34

「尊敬の心を持ち、師に奉仕して、質問する」ことでギャーナを学ぶのです。
ギャーナを教えることのできるこのような師は非常に稀です。

経済学、心理学、科学などの普通の知識を教えることのできる学者は多くいますが、霊的な知識(ギャーナ)を教えられる先生は多くありません。
学者であると同時に悟りの経験もある師からギャーナについて学びなさい、ということを以前の講話で説明しました。次に35節を読んでください。
パーンドゥの息子(アルジュナ)よ！無上の智識を得ることで、君は再びこのような迷いに陥ることはなくなるであろう。何故なら、全宇宙の一切が君の真我の中に在り、かつ私の中にもあることを知るに至るからだ。//4-35

翻訳で「迷い」となっているところの原文はモーハム(moham)ですが、これを直訳すると「幻惑」(delusion)の意味になります。

ギャーナを理解すれば、「二度と幻惑された状態にはならない」のです。

アルジュナの混乱と苦しみの原因はこの幻惑だったのです。第2章7節にそれがあります。
私は心の弱さゆえに平静さを失い、義に叶う道がわからず、迷っています。あなた様の弟子として絶対服従いたしますので、どうぞ私に最善の方法をお教え下さい。//2-7
ダルマ・サンムーダ(dharma-sammudha)のダルマは「正しいこと」の意味、サンムーダのムーダは先ほどのモーハムから来ていて、アルジュナは正しい道がわからず混乱しています。
幻惑されているせいで、正しいこと、自分の義務、真理、何が道徳的か、何が霊的か、がわからなくなっています。
人間は学習して頭では理解しているつもりのことでも、実際に判断を迫られる状況ではどうしたらよいかわからなくなります。
我々はたくさん聖典を勉強していても、現実の状況に直面すると学んだ知識に基づいてどう行動すべきか混乱します。
もちろん聖典の教えは正しいのですが、個人個人に起こり得る千差万別なすべてのケースについて、具体的な指針が書かれているわけではありません。
聖典を学んでいても現実問題ではどうすべきか迷うのです。　
アルジュナは普通の人ではなく、聖典の知識も充分でシュリ・クリシュナの友人でもあります。　

そんなアルジュナでも幻惑されて混乱しており、彼が直面している状況は戦いです。

アルジュナは戦うべきかどうか、自分の心の中で相反する二つの考えの矛盾に迷っています。
・戦うべき理由

　敵のリーダーである王は悪者であり滅ぼさなければならない。
　自分のカーストは戦士であり、戦うことは義務である。
・戦いをためらう理由

暴力は良くない。

自分に無関係な人間ではなく、親戚を殺さなければならない。

敵の王は悪人であっても、その部下の徳が高く善い人たちをも殺さなくてはならない。

　人を殺すことは罪であり、罪を犯すと地獄に堕ちてしまう。

相手方にはビーシュマ、ドローナなどの豪傑がおり、彼らと戦うことに恐怖も感じる。
勝利の結果手に入れるのは敵の王国であり、戦いの動機や目的が世俗的である。
また第4章35節に戻って説明します。
プナル モーハム(punar moham)のプナルは「また、再び」という意味であり、ギャーナの知識を得ると、二度と幻惑されることはないのです。

幻惑とは悲しみ、混乱、恐れの状態ですが、再びその状態になることはないのです。

これがギャーナの結果であると、シュリ・クリシュナはアルジュナに教えます。
そしてモーハム(幻惑)の原因は、「自分は体と心であり、同様に親戚も体と心である」と考えることであり、イメージの問題なのです。

自分に対するイメージ、親戚に対するイメージが間違っているため、アルジュナは殺し殺されることに苦しみ恐れているのです。
自分も親戚も魂である、というのが正しいイメージであり、それがギャーナです。

自分について、親戚について、すべての生き物について、この誤ったイメージを変えなくてはいけません。この変化が無知から知識への変化です。

35節の説明を続けますが、「ギャーナとは何であるか」についての説明です。

ブーターニ アシェシャーナ(bhutany asesena)は叙事詩の韻文表現なので、これを倒置して散文形にしたアシェシャーニ　ブーターニ は「すべての生き物」という意味です。

次の箇所も倒置してアートマニ ドラックシヤシ「あなたの中に見なさい」という意味であり、続けるとすべての生き物を自分のアートマンの中に見てくださいという意味になります。

ギャーナの認識のプロセスは三段階で構成されています。

まずは自分の本性がアートマンであるという認識です。
自分の本性が絶対の真理、絶対の知識、絶対の至福であるということを理解します。

自分を体や心であると考える無知から脱却して、自分の本性について正しく認識することが最初の段階です。

次の段階は「すべての生き物を自分のアートマン中に見る」ことですが、その意味はすべてのもののアートマンと自分のアートマンが同じである、ということです。

翻訳では「全宇宙の一切が君の真我の中に在り」となっています。

アートマンはひとつであり分離していません。なぜこの考え方が重要なのでしょうか？

我々は無知によって、自分と他人、他人と他人、人間と動物、動物と動物、は別々の存在であると思い込んでしまっています。
我々の普通のイメージでは、個々の存在すべてがばらばらです。
鹿と虎は一緒でしょうか？　虎と蛇は一緒でしょうか？　皆さんが違うと言うはずです。

ここにいるＣさんとＬさん、ＣさんとＭさんは同じですか？

性別、年齢、職業、容貌、皮膚の色、結婚しているか、子供がいるか、国、宗教、出身地、好み、着ている服、すべてが違います。

『バガヴァッド・ギーター』の中で知識についても、サットワ的、ラジャス的、タマス的の3種類があると書かれていますが、すべてを別々に見るのはタマス的知識であるとされています。

ヴェーダーンタの考えでは違いなどなくすべては同じアートマンなのですが、別々に見えるのはそれぞれに名前と形と性質があるせいです。
我々は名前と形と性質の違いで区別をしますが、Ｌさん、Ｃさん、Ｍさん、皆人間ではないですか？　動物でも神でもありません。

同じ人間なのに名前と形と性質の3つの基準で区別しますが、今はその基準を捨ててください。

アフリカ人であろうとヨーロッパ人、日本人、中国人、インド人であろうと、皆血の色は同じ赤ではないですか？

いま物質的な観点から説明しましたが、もう少し深い観点から見ると、皆アートマンであるという意味で違いはないのです。
『チャーンドギヤ・ウパニシャッド』の第6章4～6節に、この点に関してとてもわかりやすい例を使った素晴らしい記述があります。
土で作った皿や鍋はインドでは今も田舎でよく見かけます。これらの名前と形はそれぞれ違い、用途(性質)も違います。しかしこれら名前、形、性質は永遠でしょうか？

陶工は土でこれらの食器を作りますが、それらが壊れて水に戻されるとまた土に還ります。最初は土、食器になっても土、壊れても土なのですが、中間の状態の時だけその名前、形、性質の違いから区別されます。

土が永遠の本性であり、中間の食器の状態は一時的なのです。

金の装飾品にはイヤリング、鼻飾り、ブレスレット、ネックレスなどいろいろな種類があり、名前、形、使い方(性質)はすべて違います。
鼻飾りは耳に付けられず、ブレスレットは首に掛けられませんが、金であるという本性は変わりません。
インドではよくあることですが、女性たちは同じアクセサリーを長年身に付けてそのデザインに飽きると、それを金細工師のところに持ち込んで違うデザインのものに作り変えてもらいます。
最初は金、アクセサリーになっても金、火で溶かしても金、新しく作られたものも金であり、名前と形と性質は一時的で変化しますが、金という本性だけは同じです。
以上例を挙げましたが、識別によってすべての人間の本性は同じ魂(内なる自己)であり、名前、形、性質は一時的で永遠ではない、と理解するのがギャーナです。

すべての本性は同じであるという見方と、すべてをばらばらに見る見方ではどんな違いがあるでしょうか。
一般的なすべてを別々に見る見方をすると、暴力、嫉妬、強欲、怒りなど我々の悪い性質が表れて、不調和を生み出します。人は皆利己的になります。

あらゆる犯罪の源は、「私とあなたは違う」という考え方にあるのではないでしょうか。

なぜこの霊的な見方が大切かわかりましたか？

「他の人の魂を自分の中に見る」という助言は霊的な人にとってだけでなく、普通の我々にも重要だということがわかりましたか？

違いを見る一般的な我々の見方は不調和を、聖典が教える霊的な見方は調和をもたらしますが、調和と不調和のどちらがいいですか？

家族の調和、社会の調和、国と国との調和、世界の調和、調和のほうが良くありませんか？
「すべては同じひとつのアートマンである」ことを理解しなければ調和は不可能であり、だからヴェーダーンタの教えは重要です。ヴェーダーンタは絶えず調和について語っています。

そして調和のベースはアートマン(内なる自己)であり、この見方をすることですべての人は自分の身内になります。

私とは国が違う、宗教が違う、関東と関西で違う、と考えることで不調和が生まれます。

「自分と他のすべては同じアートマンである」という教えに加えて、ヴェーダーンタはさらに「アートマンはただひとつだけ存在する」と教えます。

すべての人のアートマンと自分のアートマンが同じなら、必然的にアートマンはただひとつだけあるということにはなりませんか？

たとえば太陽はいろいろな容器に溜められた水の表面に反射して、それを見た子供たちは太陽がいっぱいあると思ってしまいます。水の表面に反射した太陽も明るい光を放ちます。

よりわかりやすい例では、太陽の光を鏡で反射させると大変強い光を放ち、それを照射すると暗い日陰も明るくなります。
その鏡の光をあなたの顔に当てると、まぶしくて目をつぶってしまいます。

なぜなら太陽そのものの性質と鏡で反射された太陽の性質は似ているからです。
しかし水を入れた容器や鏡がすべて壊されると、残るのは本当の太陽だけです。

この時ヴェーダーンタは、「太陽がひとつだけ存在する」という表現をしません。

「2」があるから「1」があるのであって、「2」がなければ「1」もありません。
「相対」との対比で「絶対」があるのであって、「相対」がなくなればそこに「絶対」もなくなります。(註：ですから一元と言わず非二元という否定形の表現を使います)
分かりにくいですか？

我々は今相対的なレベルでブラフマンについて勉強しているので、ブラフマンのことを「絶対」と言っています。
もしわれわれ自身が「絶対」になれば、そのレベルでは「絶対」もなくなります。
そのレベルでは、「有るものが有る」としか表現できなくなります。
サマーディに入ると相対的な「数・色・形」などはすべてなくなり、イメージもなくなります。

今の我々のレベルでは「アートマンはひとつだけ」と識別することが必要ですが、最終的には「ひとつ」とも言わず、「アートマン」とも言わなくなります。

ギャーナの3段階をまとめます。

①自分の本性がアートマンであると理解する
②すべてのもののアートマンを自分のアートマンの中に見る(調和)

③そのアートマンはただひとつのパラマートマンつまりブラフマンであると知る
第3段階は35節の最後にアトー マイ(atho mayi)と書かれていますが、翻訳では「私の中にもある」となっています。

ここでの「私」とはシュリ・クリシュナのことであり、つまりただひとつのアートマンとは「シュリ・クリシュナ ＝ パラマートマン ＝ ブラフマン」なのです。

今まですべての生き物の話は出てきましたが、ブラフマンのことは出てきませんでした。

「すべての生き物を自分の中に見る」だけでは終わらずに、最後の段階として「アートマンはブラフマンである」という結論に到ります。

ウパニシャッドにある、「サ　アハン / アハン　サ」(それは私/私はそれ)、「タット　ヴァム　アシ」(汝はそれなり)、「アハン　ブラフマ　スミ」(我はブラフマンなり)、すべてが同じことを言っています。「ギャーナの知識を得たなら二度と幻惑されることはない」、とクリシュナはアルジュナに語ります。
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